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『
近
代
性
論
再
考―

―

パ
ー
ソ
ン
ズ
理
論
の
射
程―

―

』

世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
六
年
、
四
六
判
二
四
〇
頁
、
二
〇
〇
〇
円
＋
税

　

こ
れ
か
ら
の
パ
ー
ソ
ン
ズ
研
究
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
古
文
書
館

の
未
公
刊
資
料
を
使
わ
な
け
れ
ば
仕
事
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
ほ
の
め

か
す
人
も
い
る
が
、
本
書
を
読
ん
で
、
そ
う
で
も
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
未
公
刊
資
料
を
自
在
に
使
え
な
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
著
者
は
、
独
自
の
新
し
い
パ
ー
ソ
ン
ズ
像
を
提
出
し
て
い
る
。

　
「
産
業
化
」
あ
る
い
は
「
近
代
化
」
さ
れ
た
社
会
は
、
弱
点
の
な
い

安
定
し
た
堅
固
な
社
会
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
常
に
構
造
的
脆
弱
性

を
う
ち
に
抱
え
つ
つ
、
一
歩
一
歩
足
元
を
確
か
め
な
が
ら
進
ま
ざ
る
を

え
な
い
社
会
で
あ
る
。（
に
も
か
か
わ
ら
ず
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
社
会
の

進
化
の
方
向
を
見
通
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
、
ま
た
、
社
会
に
秩
序
は

存
在
す
る
、
と
考
え
て
い
た
。）
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
右
の
よ
う
な
社
会
観

に
基
づ
い
て
、
彼
の
社
会
理
論
を
展
開
し
た
。

　
「
近
代
」
の
堅
固
面
と
脆
弱
面
の
両
面
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
社

会
理
論
を
構
築
し
た
と
い
う
パ
ー
ソ
ン
ズ
像
は
新
鮮
で
あ
る
。「
近
代
」

の
揺
る
ぎ
な
さ
を
信
じ
て
い
た
理
論
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
パ
ー
ソ
ン
ズ

に
は
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
か
ら
だ
。こ
の
よ
う
な
新
し
い
理
論
家
像
を
、

著
者
は
た
と
え
ば
彼
の
ナ
チ
ズ
ム
論
か
ら
読
み
と
っ
て
く
る
。

　

近
代
化
が
も
た
ら
す
構
造
的
ス
ト
レ
イ
ン
は
、
す
べ
て
の
近
代
社
会

の
深
層
に
位
置
し
て
お
り
、
ナ
チ
ズ
ム
は
構
造
的
ス
ト
レ
イ
ン
に
対
す

る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
反
応
と
し
て
の
政
治
的
動
員
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
ナ
チ
ズ
ム
を
対
岸
の
出
来
事
で
は
な
く
、「
内
な

る
ナ
チ
ズ
ム
問
題
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
（
二
四―

二
五
頁
）。
近
代

と
は
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
化
と
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
化
が
対
抗
し
つ
つ

同
時
に
進
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
近
代
社
会
」
は

同
質
的
均
質
的
な
社
会
で
は
な
く
、
構
造
的
ス
ト
レ
イ
ン
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
多
面
的
複
合
的
な
社
会
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
成
員
に
は
逃

れ
が
た
く
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
社

会
で
は
、
伝
統
的
社
会
へ
の
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」、
ま
た
「
原
理
主
義
」

が
絶
え
ず
再
生
産
さ
れ
る
（
二
五―

二
六
頁
）。（
構
造
的
ス
ト
レ
イ
ン

を
緩
和
す
る
領
域
と
し
て
、「
適
応
構
造
」
の
概
念
を
パ
ー
ソ
ン
ズ
は

理
論
化
し
た
。
著
者
は
こ
の
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。）

　

ナ
チ
ズ
ム
論
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
論
の
他
に
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
資

本
主
義―

社
会
主
義
と
い
う
二
つ
の
体
制
を
、
宗
教
的
観
点
か
ら
読

み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
（
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
類

似
性
）、
近
代
社
会
の
二
つ
の
（
い
わ
ば
対
等
な
）
あ
り
よ
う
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
近
代
の
脆
弱
性
と
全
体
主
義
的
動

向
（「
近
代
性
」
へ
の
挑
戦
、二
九
頁
）
と
を
常
に
結
び
付
け
る
視
点
か
ら
、
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近
代
を
と
ら
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
パ
ー
ソ
ン
ズ
像
は
、「
保
守
的
・
静
的
理
論
家
と
し
て

の
パ
ー
ソ
ン
ズ
像
を
破
砕
す
る
」（
二
〇
六
頁
）
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
に
よ
る
パ
ー
ソ
ン
ズ
近
代
社
会
観
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
い
く
つ
か

書
き
出
し
て
お
く
。「
構
造
的
ス
ト
レ
イ
ン
」「
近
代
性
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ

レ
ン
ス
」「
脆
弱
性
」「
秩
序
成
立
の
危
う
さ
」「
調
整
（
す
べ
き
）
課
題
」

「
異
質
要
素
の
両
立
と
い
う
課
題
」（
一
六
七
頁
）
な
ど
、
多
彩
な
用
語

が
使
わ
れ
て
い
る
。「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク①
」
が
こ
れ
ら

の
諸
概
念
を
総
括
し
て
い
る
。

　
「
多
次
元
性
の
強
調
」（
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
）、「
地
上
に
お
け
る
神
の

王
国
の
実
現
」（
高
城
和
義
）、「
社
会
学
の
チ
ャ
ー
タ
ー
の
作
成
者
」（
カ

ミ
ッ
ク
）
な
ど
の
パ
ー
ソ
ン
ズ
像
と
並
ん
で
、
著
者
の
「
近
代
の
入
り

組
ん
だ
問
題
」
を
凝
視
し
続
け
た
パ
ー
ソ
ン
ズ
と
い
う
造
形
は
、今
後
、

多
く
の
研
究
者
が
言
及
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　

た
だ
、「
構
造
的
ス
ト
レ
イ
ン
」「
構
造
的
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
」「
不

安
定
性
」（
一
三
三
頁
）
な
ど
の
用
語
が
、
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
頻
出
す

る
と
い
う
印
象
が
残
る
。
例
え
ば
「
構
造
的
ス
ト
レ
イ
ン
」
は
、『
新

社
会
学
辞
典
』
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
は
ス
メ
ル
サ
ー
の
集
合
行
動
論

に
お
け
る
用
語
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
」
は
行

為
者
レ
ヴ
ェ
ル
の
使
い
方
が
主
流
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
構
造
的
ア

ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
」
は
、
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
行
為
を
誘
発
す
る
構

造
の
こ
と
を
さ
す
の
で
あ
れ
ば
、
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。「
ス
ト
レ

イ
ン
」「
近
代
社
会
の
脆
弱
性
」
に
つ
い
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
説
明

が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
著
者
が
使
っ
て
い
る
意
味
は
理
解
で
き
る
。
し

か
し
一
連
の
概
念
を
あ
る
程
度
ま
と
め
て
整
理
し
た
う
え
で
、
要
約
的

な
短
い
フ
レ
ー
ズ
を
使
う
ほ
う
が
効
果
的
だ
ろ
う
。（
既
発
表
論
文
を

基
に
本
書
が
編
ま
れ
た
と
い
う
事
情
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。） 

　

著
者
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、「
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
で
い
わ

ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
他
の
研
究
者
も
す
で
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
油

井
清
光
（
二
〇
〇
二
）
は
こ
の
モ
チ
ー
フ
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

「
近
・
現
代
社
会
の
ヴ
ァ
ル
ナ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
主
題
が
、
パ
ー
ソ

ン
ズ
の
生
涯
の
『
状
況
の
定
義
』
で
あ
る
」（
油
井
、
二
二
二
頁
）。

　

高
城
和
義
（
二
〇
〇
三
）
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
る
社
会
分
析
を
パ

ー
ソ
ン
ズ
が
ど
う
引
き
継
い
だ
か
を
検
討
す
る
中
で
、「
近
代
社
会
の

不
安
定
性
」（
七
三―

七
四
頁
）
な
ど
の
表
現
を
使
っ
て
い
る
。

　
「
近
・
現
代
社
会
の
ヴ
ァ
ル
ナ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
」（
油
井
）
も
、「
不
安

定
さ
を
抱
え
た
近
代
社
会
」（
高
城
）
も
、
本
書
の
「
近
代
性
の
プ
ロ

ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
も
、
ほ
ぼ
似
た
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
今
後
、

こ
の
モ
チ
ー
フ
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

三
人
の
中
で
「
近
代
性
（m

odernity

）」
と
い
う
名
詞
形
を
使
っ

て
い
る
の
は
、
本
書
の
著
者
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
用
語
は
著
者
も
明
記

し
て
い
る
通
り
、
Ｂ
・
Ｓ
・
タ
ー
ナ
ー
ら
の
先
行
研
究
に
負
っ
て
い
る
。

　

異
質
な
社
会
領
域
な
い
し
原
理
的
価
値
が
並
存
す
る
こ
と
か
ら
、
近

代
社
会
は
「
緊
張
」「
脆
弱
さ
」
を
内
包
し
常
に
調
整
を
必
要
と
し
て

い
る
。
こ
れ
を
著
者
は
「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
と
呼
ぶ
。
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パ
ー
ソ
ン
ズ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
問
題
に
気
付
い
た
の
か
。
十
九

世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
が

姿
を
現
わ
し
、
そ
れ
を
認
識
す
る
社
会
科
学
者
た
ち
が
出
現
し
た
。
彼

ら
の
問
題
設
定
を
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
ア
メ
リ
カ
に
移
植
し
、
ア
メ
リ
カ
型

近
代
の
中
で
（
ア
メ
リ
カ
は
あ
る
時
期
以
降
、
ポ
ス
ト
近
代
を
実
現
し

た
と
書
か
れ
て
い
る
）
再
考
し
た
。
そ
の
過
程
で
彼
は
、
過
度
の
ペ
シ

ミ
ズ
ム
を
払
拭
し
た
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
対
し
て
余
所
者
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
対
し
て
も
、
距
離
を
と
る
こ
と
の
で
き
る
立
場

に
い
た
。
著
者
は
パ
ー
ソ
ン
ズ
を
、
二
つ
の
世
界
を
架
橋
し
た
文
化
的

媒
介
者
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
。（「
進
化
的
普
遍
体
」を
構
想
し
、「
秩

序
は
存
在
す
る
」
と
言
い
切
る
パ
ー
ソ
ン
ズ
。「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ

マ
テ
ィ
ー
ク
」
を
凝
視
す
る
パ
ー
ソ
ン
ズ
。
こ
の
二
側
面
が
ど
の
よ
う

に
並
存
す
る
に
至
っ
た
か
、
込
み
入
っ
た
問
題
と
思
わ
れ
る
。）

　
「
近
代
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
モ
チ
ー
フ
を
掘
り
起
こ
す
た
め

の
仕
掛
け
は
、
こ
っ
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
分
量
も
多
い
（
第
二
章
、

ま
た
三
章
も
）。
基
本
的
枠
組
み
は
、「
近
代―

ポ
ス
ト
近
代
」
で
あ
る
。

主
に
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
パ
ー
ソ
ン
ズ
理
論
に
向
け
ら
れ
た
批
判
を
著

者
が
分
析
し
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
批
判
は
概
ね
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
総
称
さ

れ
る
言
説
」（
六
三
頁
）
に
属
し
て
い
た
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
パ
ー
ソ
ン
ズ
ほ
ど
、「
モ
ダ
ン
を
理
論
化
し
、
社
会
学
理
論

と
モ
ダ
ン
の
関
係
を
…
…
一
貫
し
て
追
及
し
た
」（
七
六
頁
）
ア
メ
リ

カ
の
社
会
学
者
は
い
な
い
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
近
代
に
対
し
て
距
離
を
と

っ
た
観
察
者
の
立
場
に
あ
り
、「
近
代
の
脆
弱
性
」
問
題
を
対
象
化
し

理
論
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」

の
言
説
と
意
外
に
も
そ
れ
ほ
ど
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

パ
ー
ソ
ン
ズ
理
論
に
は
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
の
視
点
を
先
取
り
し
て
い

た
側
面
も
あ
る
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
理
論
の
今
日
的
意
義
を
く
み
出
す
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
著
者
は
考
え
る
。（「
近
代
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」

は
、「
近
代―

ポ
ス
ト
近
代
」
と
い
う
背
景
構
図
と
再
構
成
手
続
き
を

経
て
初
め
て
言
語
化
さ
れ
る
主
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
。）

　

著
者
は
「
ポ
ス
ト
近
代
」
を
「
近
代
」
の
延
長
線
上
で
と
ら
え
て
い

る
が
、「
ポ
ス
ト
近
代
」
の
特
徴
づ
け
は
、
揺
れ
動
い
て
い
る
（
当
然
、

「
近
代
」
の
定
義
も
）。
眼
に
つ
い
た
と
こ
ろ
を
抜
き
出
す
と
、「
大
き

な
物
語
へ
の
懐
疑
…
…
」（
三
九
頁
）、「
…
…
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
デ
ィ

ズ
ム
」（
六
四
頁
）、「
国
民
国
家
の
縮
小
、
リ
ス
ク
意
識
の
増
大
、
グ

ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
…
…
」（
一
九
八
頁
）
な
ど
の
引
用
表
現
が
並
ん
で

い
る
。「
近
代―

ポ
ス
ト
近
代
」
と
い
う
枠
組
は
、
言
葉
が
何
層
に
も

塗
り
重
ね
ら
れ
て
デ
ッ
サ
ン
さ
れ
て
い
る
（
著
者
の
論
述
ス
タ
イ
ル
の

特
徴
）。
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
か
、
読
者

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
ポ
ス
ト
近
代
論
」
を
ま
と
め
て
整

理
紹
介
し
た
う
え
で
、「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
に
進
む

構
成
を
と
る
方
が
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
ろ
う
。

　

著
者
の
「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
を
中
心
に
し
た
パ
ー

ソ
ン
ズ
像
の
再
構
成
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
理
論
の
批
判
派
と
の
関
連
で
は
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ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
か
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
対
す
る
誤
解
を
解
こ
う

と
す
る
立
場
で
あ
る
。
批
判
派
が
基
づ
く
考
え
方
そ
の
も
の
は
間
違
っ

て
い
な
い
が
、
批
判
派
の
パ
ー
ソ
ン
ズ
理
解
に
は
誤
解
が
あ
る
。
パ
ー

ソ
ン
ズ
理
論
を
丁
寧
に
分
析
す
る
と
、
そ
の
誤
解
は
と
け
る
。
パ
ー
ソ

ン
ズ
逝
去
直
後
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
擁
護
派
と
批
判
派
の
全
面
的
な

対
決
で
は
な
く
、
批
判
派
の
見
解
を
十
分
に
取
り
込
ん
だ
上
で
、
パ
ー

ソ
ン
ズ
像
を
そ
の
方
向
へ
と
移
動
さ
せ
る
、
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
理
論
再
生
の
手
が
か
り
を
つ
か
む
。「
構
造―

機
能
主
義
」
の
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
に
染
ま
っ
て
い
る
世
代
の
（
評

者
の
よ
う
な
）
社
会
学
研
究
者
に
は
、
本
書
の
一
読
を
勧
め
た
い
。

　
「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
モ
チ
ー
フ
を
引
き
出
す
た
め

に
、
著
者
は
も
う
一
つ
間
接
的
な
工
夫
を
し
て
い
る
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
の

過
剰
な
「
図
式
的
抽
象
主
義
」
を
批
判
し
、「
図
式
主
義
」
の
領
域
に

は
立
ち
入
ら
な
い
。「
最
良
の
部
分
が
『
図
式
主
義
』
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
介
す
る
こ
と
な
く
提
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」（
一
六
頁
）。
分
析
の

中
心
は
「
近
代
」
を
め
ぐ
る
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
洞
察
に
お
か
れ
て
い
る
。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
の
仕
事
を
何
か
ら
何
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
必
要
は
な

い
。
研
究
の
焦
点
を
ど
こ
に
絞
る
か
、
重
要
な
選
択
だ
。「
図
式
主
義
」

に
関
す
る
説
明
を
断
念
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ

マ
テ
ィ
ー
ク
」
と
い
う
視
座
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、「
近

代
性
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」「
構
造
的
ス
ト
レ
イ
ン
」「
異
質
な
も

の
の
両
立
」
な
ど
を
整
理
す
る
う
え
で
、
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｌ
図
式
を
活
用
す
る

余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
っ
た
。

　

第
一
〜
三
章
で
は「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」主
題
が
、「
近

代―

ポ
ス
ト
近
代
」
構
図
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
て
く
る
。
そ
こ
ま
で
を

総
論
と
す
れ
ば
、
そ
の
章
以
降
は
各
論
で
あ
る
。
第
四
章
「
パ
ー
ソ
ン

ズ
社
会
理
論
の
構
成
的
契
機
」
で
は
、「
ウ
ェ
ー
バ
ー
問
題
」「
秩
序
問

題
」「
ナ
チ
ズ
ム
」「
専
門
職
」「
宗
教
」「
共
産
主
義
」「
進
化
論
」「
進

化
の
先
端
的
範
型
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
」
な
ど
が
扱
わ
れ
、
パ
ー
ソ
ン

ズ
理
論
の
今
日
的
意
義
が
丁
寧
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
あ
と
が
き
」
に
著
者
の
個
人
的
経
歴
と
パ
ー
ソ
ン
ズ
研
究
の
接
点

―
―

医
療
社
会
学
か
ら
研
究
生
活
を
開
始
し
、
大
学
で
は
家
族
社
会
学

を
担
当
し
た
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
パ
ー
ソ
ン
ズ
研
究
を

続
け
る
道
を
模
索
し
て
き
た
こ
と―

―

な
ど
が
書
き
と
め
ら
れ
て
い

る
。

　

著
者
の
経
歴
は
、
第
五
章
の
「
医
療
」
論
、
第
六
章
の
「
家
族
」
論

で
生
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
章
が
続
い
て
配
置
さ
れ
る
こ
と

は
、
著
者
な
ら
で
は
の
構
成
で
あ
る
。「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ

ー
ク
」
に
関
す
る
著
者
独
自
の
見
解
が
提
示
さ
れ
る
二
つ
の
章
で
も
あ

る
。
二
つ
の
章
を
、
総
論
と
の
関
連
を
強
調
し
て
ま
と
め
て
お
く
。

　

近
代
社
会
に
お
い
て
は
、「
責
任
か
ら
の
逃
避
」
欲
求
、
よ
り
一
般

的
に
い
え
ば
、「
逸
脱
」
へ
の
動
機
づ
け
が
潜
在
的
に
遍
在
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
職
業
領
域
に
お
い
て
「
業
績
性
」
要
求
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

個
人
に
継
続
的
に
負
荷
さ
れ
る
こ
と
、つ
ま
り
「
構
造
的
ス
ト
レ
イ
ン
」
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に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、「
ゆ
る
や
か
な
社
会
的
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
過
程
」
が
作
動
し
て
い
る
（
一
一
三
頁
）。
ゆ
る
や
か
な
社

会
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
中
に
、
宗
教
・
魔
術
・
二
次
的
制
度
と
し
て
の

若
者
文
化
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
と
並
ん
で
、「
医
療
」
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
医
療
社
会
学
の
出
発
点
、「
病
人
役
割
」は「
責

任
と
役
割
義
務
の
免
除
」「
回
復
す
る
義
務
、
医
療
専
門
職
と
協
力
す

る
義
務
」
の
諸
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
す
で
に
、
逸

脱
と
社
会
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
テ
ー
マ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
、
と
著
者
は
分
析
し
て
い
る
。（
病
気
と
「
責
任
か
ら
の
逃
避
」
欲

求
を
結
び
付
け
る
の
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
影
響
を
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
受
け
入

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
読
者
に
は
違
和
感
が
残
る
箇

所
で
も
あ
ろ
う
。「
逃
避
」欲
求
は
病
気
の
原
因
の
一
つ
な
の
か
ど
う
か
、

「
逃
避
」欲
求
が
原
因
と
な
ら
な
い
病
気
が
あ
る
場
合
、そ
の
病
気
と「
逃

避
」
欲
求
の
結
び
つ
き
を
ど
う
考
え
る
の
か
。）

　

医
療
を
主
題
化
す
る
ル
ー
ト
と
し
て
、著
者
は
「
専
門
職
論
」
と
「
逸

脱
へ
の
動
機
付
け
と
社
会
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
の
二
つ
を
指
摘
し
て

い
る
。
二
つ
の
ル
ー
ト
の
指
摘
に
は
、
鮮
や
か
な
印
象
を
受
け
た
。

　

近
代
化
の
過
程
す
な
わ
ち
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、

職
業
領
域
に
お
け
る
基
本
的
構
造
が
社
会
の
前
面
に
出
て
く
る
。他
方
、

業
績
原
理
と
い
う
主
要
価
値
と
両
立
し
に
く
い
帰
属
原
理
は
、
家
族
の

中
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
家
族
は
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
結
合
の

象
徴
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
、二
つ
の
傾
向
を
調
整
す
る
「
適
応
構
造
」

で
も
あ
る
。
第
六
章
で
は
、
近
代
家
族
と
そ
の
変
容
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。「
近
代
性
の
構
造
的
ス
ト
レ
イ
ン
が
凝
縮
し
て
沈
殿
す
る
」
と
こ

ろ
が
、
近
代
家
族
で
あ
る
（
一
三
九
頁
）。
性
別
分
業
に
基
づ
い
た
婚
姻

関
係
が
大
き
な
ス
ト
レ
イ
ン
を
抱
え
て
い
る
こ
と
、
成
人
女
性
の
役
割

が
加
重
に
な
り
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
揺
れ
動
い
て
い
る
こ
と
な

ど
が
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
自
身
の
分
析
に
沿
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
社
会
構
造
の
分
化
が
進
展
す
る
と
、
一
般
的
に
諸
単
位
に
課
さ
れ

る
課
題
が
複
雑
化
し
高
度
化
す
る
。
近
代
家
族
内
部
に
お
い
て
も
、
個

人
に
要
求
さ
れ
る
課
題
が
増
大
す
る
。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
家
族
論
は
な
ぜ
批
判
さ
れ
続
け
て
き
た
か
。
象
徴
と
し

て
標
的
と
な
っ
た
、
既
存
の
近
代
家
族
を
正
当
化
し
て
い
る
と
み
な
さ

れ
た
、
近
代
家
族
の
集
団
性
・
拘
束
性
に
対
し
て
、「
個
人
化
の
進
展

過
程
」
か
ら
析
出
さ
れ
た
「
個
人
」
か
ら
異
議
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
、

な
ど
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
近
代
の
総
体

を
照
射
し
て
い
る
こ
と
と
関
連
づ
け
て
、彼
の
家
族
論
を
再
読
す
れ
ば
、

今
も
訴
求
力
を
失
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
著
者
は
評
価
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
著
者
は
、「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
を

凝
視
す
る
理
論
家
像
を
縦
糸
に
し
、「
医
療
」
と
「
家
族
」
を
横
糸
に

し
て
、
説
得
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
パ
ー
ソ
ン
ズ

研
究
の
ス
タ
イ
ル
を
作
り
出
し
た
こ
と
は
、
本
書
の
収
穫
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
で
は
、
残
さ
れ
た
論
点
を
箇
条
書
き
に
し
て
お
こ
う
。

　

（1）
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
「
神
の
死
」
を
認
め
て
い
た
が
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
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現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
派
的
（
教
派
的
）
多
元
主
義
の
傾
向
に
注

目
し
、
宗
教
の
枢
要
性
を
指
摘
し
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
世
俗
社
会
の

キ
リ
ス
ト
教
化
は
歴
史
に
一
貫
し
て
持
続
す
る
過
程
で
あ
る
と
認
識
し

た
。（
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
態
度
は
、
自
文
化
中
心
主
義
な
の
か
、
高
い
客

観
性
に
達
し
た
視
点
な
の
か
。
今
後
長
く
検
討
課
題
と
な
ろ
う
。）

　

（2）
「
秩
序
は
い
か
に
し
て
可
能
か
」
と
い
う
問
題
設
定
か
ら
出
発
し
、

初
期
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
こ
れ
を
社
会
学
の
課
題
と
し
た
。
著
者
は
、
こ
の

論
点
に
さ
さ
い
だ
が
重
要
な
修
正
を
提
起
し
て
い
る
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は

こ
の
問
い
を
、「
秩
序
は
存
在
す
る
。こ
の
こ
と
は
い
か
に
し
て
可
能
か
」

と
い
う
問
題
に
転
換
し
た
（
一
七
五―
一
七
八
頁
）。

　

ど
の
よ
う
な
観
点
（
斉
一
性
、
調
和
な
ど
）
か
ら
の
秩
序
を
、
自
文

化
中
心
主
義
と
区
別
で
き
る
方
法
に
よ
っ
て
認
識
す
る
の
か
。
盛
山
和

夫
の
用
語
を
借
り
る
と
、「
一
次
理
論
」
と
「
二
次
理
論
」
の
区
別
を

明
確
に
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
（
盛
山
、
一
九
四
頁
）。
こ
の
問
題

は
重
要
で
あ
る
が
、
論
じ
だ
す
と
果
て
し
な
い
。
そ
う
い
う
問
題
に
は

立
ち
入
ら
な
い
、
と
い
う
の
も
、
一
つ
の
い
き
方
で
あ
ろ
う
（
こ
の
よ

う
な
著
者
の
研
究
方
法
を
「
方
法
論
的
反
煩
瑣
主
義
」
と
呼
び
た
い
）。

　

（3）
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
一
方
で
「
近
代
」
の
構
造
的
脆
弱
性
を
観
察
し
つ

つ
、
他
方
で
社
会
に
秩
序
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
し
、
歴
史
の
進
行

に
一
定
の
方
向
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
両
面
性
を
視
野
に
納
め
る

パ
ー
ソ
ン
ズ
の
視
点
は
、「『
永
遠
の
相
』
の
も
と
に
お
け
る
と
で
も
表

現
す
べ
き
」
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
一
八
一
頁
）。
こ
の
よ
う
な
パ

ー
ソ
ン
ズ
の
一
種
の
「
保
守
主
義
」
を
、
著
者
は
「
哲
学
的
」
あ
る
い

は
「
超
越
的
」
保
守
主
義
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
秩
序
を
見
抜
く
眼
力
、
楽
観
的
な
進
化
論

の
構
想
力
と
、「
近
代
性
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
へ
の
凝
視
と
が

ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い②
。

　
「『
永
遠
の
相
』
の
も
と
」
の
視
点
は
、
盛
山
和
夫
の
い
う
「
二
次
理

論
」
を
構
築
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
認
識

は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
な
っ
た
の
か
。
し
か
し
、
著
者
は
「
哲
学

的
」「
超
越
的
」
保
守
主
義
と
い
う
概
念
を
提
出
す
る
の
み
で
、
議
論

は
停
止
し
て
い
る
。
著
者
の
「
方
法
論
的
反
煩
瑣
主
義
」
が
作
動
し
て

い
る
の
か
と
も
思
う
が
、
物
足
り
な
さ
が
残
る
の
は
否
定
で
き
な
い
。

（
二
〇
〇
七
年
八
月
）

　
注
①
「
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
と
カ
タ
カ
ナ
書
き
さ
れ
た
英
語
の
意
味
が

わ
か
り
に
く
か
っ
た
。
辞
書
を
み
る
と
、problem

atique

（
名
詞
）

が
み
つ
か
っ
た
。problem

atique

の
意
味
は
、「（
公
害
な
ど
の
）
入

り
組
ん
だ
問
題
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
俵
希
實

さ
ん
に
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
た
（『
リ
ー
ダ
ー
ズ
英
和
辞
典
』）。

　

②
評
者
の
思
い
つ
き
に
過
ぎ
な
い
が
、（
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
に
沿
っ

た
）
社
会
の
進
化
を
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
確
信
し
て
お
り
、
そ
の
進
化
の
路

線
か
ら
の
逸
脱
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
て
整
理
す
る
、
と
い
う
役
割
（
神
の
道

具
？
）
を
結
果
的
に
遂
行
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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